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０６年新車販売の都道府県別による軽自動車販売比率

　　　５０％以上の都道府県　

� 青森、鳥取、島根、香川、高知、佐賀、長崎、熊本、宮崎、鹿児島、沖縄

� ４０％台の都道府県

� 岩手、秋田、山形、福島、新潟、長野、山梨、福井、滋賀、
� 三重、和歌山、岡山、広島、山口、徳島、愛媛、大分

� ３０％台の都道府県

� 北海道、宮城、栃木、群馬、茨城、静岡、富山、
� 石川、岐阜、愛知、京都、奈良、兵庫、福岡��

　　　２０％台の都道府県

� 千葉、埼玉、神奈川

　　　１０％台の都道府県

� 東京、大阪

４月３０日、有限会社オートリサイクルナカシマ福岡（福岡県筑紫野市)中島正則代表取締役社長のご母堂、中島ユキエ（なかしま・ゆきえ）様が

ご逝去されました。享年８９歳。　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

初級営業マン研修を実施

営業の基本を学び、目からうろこの3日間

2日目、3日目には青木理事長も駆けつけ、営業のしっか
りした取り組みによって、勝ち組となることができるのだ、
と受講生を叱咤激励しました

初日 のグル ープ討 議 のテ ー マ は 考 えれ ば考 えるほど、
深みにはまる。研修室から宿泊棟に論議の場所が移り、
話し合いは深夜におよびました　

参加したのは青木理事長はじめ坪千代志副理事長、宮地
康弘専務理事、株式会社ＮＧＰの多田幸四郎専務および
砂原正則取締役です。自動車リサイクル部品業界として
国政レベルでの陳情活動は初めてで、業界への理解を深め
ていただこうと熱弁を振るいました

支店営業所出店
支部

東北

会社名

（株）青南商事仙台支店  アルトレック塩竃

住所

宮城県塩竃市貞山通り１丁目４５の２０

電話番号

０２２ー３６１ー６６６９

FAX番号

０２２ー３６１ー６６６７

加入日

１９年５月３１日

組合員情報変更
支部

南関東

会社名

株式会社マルトシ青木

変更後

静岡県藤枝市横内２２５０番地（番地変更）

変更内容

住所表示

変更日

１９年４月６日

　ＮＧＰ協同組合の青木勝幸理事長ら幹部は５月

２９日、ＮＰＯ法人「ＮＧＯひろしま未来グループ」

（田中選理事長）などとともに自民党の中川秀直

幹事長、冬柴鉄三国土交通大臣、公明党「自動車

問題懇話会」に対し、陳情活動を行いました。

　自民党本部や議員会館、国土交通省を訪れ、

車検延長に断固反対することや自動車整備事

業の認証制度にかかわる要望とともに、３年目

を迎えた自動車リサイクル法の問題点を明ら

かにするため、実態の把握を進めてほしいこと

や、整備分野とともに自動車リサイクル事業で

も外国人による技能実習制度を認めることな

どを陳情しました。

　陳情書は、ＮＧＰ協同組合相談役である上松

倉人ＪＵ広島理事長が、冬柴国交大臣などに手

渡しています。

　第１４回初級営業マン研修会が、５月１３～１５日

の３日間、東京都江東区夢の島のＢｕｍＢ東京

スポーツ文化館で開かれました。４月に実施

した基礎研修を受講したばかりの新人から

ベテラン営業マンまで、幅広い年齢層の２２

人が受講しました。

　営業の基本を学ぶ講義ですが、「人生経験

４０年の私にも多々学ぶべきことが多く、非

常に勉強になりました 」（釧路オートリサイ

クル、高橋陽一さん）、「人が何かを購入する

ときの要因はさまざまであり、決めつけてし

まうことは商売の幅を小さくしてしまってい

る、ということです」（カーパーツコンドウ、細

野勝巳さん）などと、奥の深い講義内容にそ

れぞれ得るものは多かったようです。

　オートパーツ片岡のオーナー、片岡陸宏

さんも参加して、「今回の研修会は、自分にとっ

て生き方に対する何か大切なものへの気づ

き、そしてまた長年自分ではやってきたつも

りの営業にかかわる誤ったマナー等の是正、

もっと素晴らしい営業マナーへ の気づきを

発 見 するまたとない 機 会になりました 」と

話しています。

　営業の第１線は競争の真っただ中にいる

ため、顧客を振り向かせようとすることに懸

命で、「今後、車両の仕入れはますます厳し

くなると思いますので、新規開拓に努めま

す」（ハセ川自動車、小林宏彰さん）などと

決意を新たにしていました。

　０６年度（０６年４月～０７年３月）の新車販

売で、前年度より８．３％減少し３５８万８千台

となった登録車を尻目に軽自動車は快走、

なんと２００万台の大台を突破しました。数

字は４．２％増の２０３万台。売れていないの

は普通車、小型車で、軽自動車だけ見れば

快調です。０６年度の軽販売比率は３６．１％で、

売れた新車のうち３台に１台は軽自動車な

のです。

　さすがに東京都１９．６％、大阪府１９．１％、

神奈川県２１．５％と大都市部での軽販売比

率 は低い ですが、地 方 では５０％を 超 える

県が１１県もありました。軽販売比率トップ

は沖縄県の５８．４％で、次いで長崎県の５７．

４％となり、九州では福岡、大分を除く全県

で軽販売比率が５０％を超えています。

 このほか、軽自動車の保有比率が高い山

陰 の 鳥 取、島 根、四 国 の 香 川、高 知 の 各 県

で５０％を 超えました 。北日本では青 森 県

が５０％に達しています。

 軽自動車販売は、自動車メーカーや販売

店による自社登録が多く、数字は割り引い

てみる必要があると言われますが、それで

もビジネスのさまざまな場面で、軽自動車

が増えていることを実感させられます。

 例えば、解体される車も軽自動車のウェイ

トが高くなっています。地方の解体業者では、

使用済み自動車として入庫してくる軽自動

車 の 比 率 が４割 程 度 に なって い るところ

も珍しくありません。

　また、使用過程においても軽自動車の比

率が高まっています。当然、軽自動車が修

理に入ってくるウェイトが高くなっていると、

推測されます。ＮＧＰ協同組合に寄せられる

リサイクル部品の注文でも、軽自動車関連

の部品の伸びが顕著です。スズキ「ワゴン

Ｒ」、ダイハツ「ムーブ」、ホンダ「ライフ」と

いった主要車種で調べてみたところ、現行

モデル、前モデルの主要部品の注文件数は、

半年前に比べて２～３倍に増えています。

　こうした点でも、自動車ビジネスの全体

が軽自動 車にウェイトを 置きだしていると

言っていいのかもしれません。

　このため、ＮＧＰ協同組合も現在、軽自動

車 の 部 品 生 産に力を 入 れているところで

す。まだ、部品の引当率でお客様が十分満

足される水準にあるとは思いませんが、前

年度に比べＮＧＰ全体で４倍程度、軽自動車

用リサイクル部品の生産が増えています。

今 後もさらに在 庫 の 充 実に努 めます の で

ご期待ください。

軽販売比率５０％超の県が西日本を中心に全１１県
発想の転換で軽ビジネスを取り込め
軽自動車販売が日本の自動車ビジネスを変え始めています。すでに地方を中心に

販売された新車のうち２台に１台は軽自動車という県が増えています。

軽自動車は「単価が安くて儲からない」と敬遠しがちでしたが、もうこれだけ増えたら

流れに掉さして進む以外に道はないようです。

自動車ビジネスも考え方を転換することが求められているようです。

軽自動車販売の拡大で変わるか、自動車ビジネス

自民党・中川幹事長、冬柴国土交通大臣などに陳情
リサイクル法の実態調査や外国人研修生問題で要望

全国整備工場の皆様へNGP組合員200拠点がお届けするお役立ち情報
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軽自動車を軸にアフター・ビジネスを考える

早稲田と共同でＣＯ２削減効果のデータベース構築

ＮＧＰ、ＪＡＰＲＡ両ネットの販売で
年間２０万トンの削減効果

今月のトピックス

　軽自動車の保有台数は２５００万台ほどで、

四輪車の３台に１台は軽自動車という時代に

なっています。２０００年３月末には１００世帯

当たり４０．８台という普及率になっていまし

たが、０６年３月末は４６．８台と、２１世紀に入っ

て毎年１台ずつ積みあがってきています。

 今年の世帯当たり普及率の発表はまだで

すが、さらに１００世帯当たり５０台、つまり２

世帯あればどちらかは軽自動車を持ってい

る、そういう状況になりつつあります。「 軽

自動車は儲からない」とおっしゃるカーアフ

ターマーケットの関係事業者の方は多いで

すが、ほんとうでしょうか。

　例えば、スズキからＯＥＭで供給を受けた

「モコ」で軽自動車販売に乗り出した日産自

動車は、三菱自動車から供給を受けた「オッ

ティ」、同じく貨物車の「クリッパー 」、そし

て今年２月からはスズキ「アルト」ベースの

「ピノ」を加え、０６年度は１４万３８００台の軽

自動車を販売しました。軽自動車比率は１９．４

％に達しており「マーチ」「ノート」といった

エントリークラスの小型車販売よりも、その

販売ウエイトは高いくらいです。

　世の中はあらゆる分野で高級品、廉価品

との２極化傾向が進んでいます。だから自

動車メーカーも、軽自動車を販売戦略に加

えるようになっているのです。

　「 儲からない 」と背を向けていては取り

残されます。軽自動車のユーザーはとくに

地方都市では女性 の日常 の 足に使われて

います。また、都市近郊では、リタイアした

人が生活の足として、維持費を抑えること

ができる軽自動車を利用する機会が増えて

いるようです。こうした市場に決め細かく対

応することで、サービスメニューも増えます

し、新規顧客も増えるようになります。

　ではどうすればいいのでしょうか。軽自動

車の主要ユーザーである女性の高齢者は、

あまりメカに詳しくありません。軽自動車と

いえども日本車です。性能・品質が高いもの

ですから、定期点検を怠っていたり、オイル

交換を怠っていたり。それでも平気で走行し

ていますから、ターボが焼き付けぎりぎりに

なっていたりすることは、よくあることです。

　手を抜かずきちんとした対応をとること

が、リピート客を生むことになります。そし

て高齢者、女性客を取り込もうとするとき

は、お店の間口を広げたり、クルマがとめや

すい駐車場を用意するなど、入りやすい店

作りをすることは最低条件になります。

　面白いデータがあります。日本自動車販

売協会連合会（自販連）がまとめた経営デー

タによりますと、高額車を扱う大型車店では、

購入客の点検、車検時の来店率は高いので

すが、軽自動車の併売店では相対的に低く

なります。

　初回車検の入庫率を見ますと、輸入車店

が最も高く７９．２％、また乗用車店は６２．８％

ですが、軽自動車併売店は５４．８％とカバー

率は低くなります。３回目車検の入庫率にな

ると、平均が４４．６％なのに対し、軽自動車

併売店は３５．２％でしかありません。

　ユーザーの心理とは面白いもので、高額

な商品になればなるほど、新しいうちはお

金をかけてメンテナンスをしようと思うよう

です。裏を 返 せば、軽自動 車ユー ザ ーは、

ディーラーから街の整備工場に顧客が流れ

やすい構造を持っているのです。もちろん

軽自動車併売ディーラーとの顧客囲い込み

競争になりますが、そういうときこそＮＧＰ

協同組合で販売している「お客様と華（はな）

したい！」セットを活用して、お客様の呼び込

みに努めてみてはいかがでしょうか。

キーワードは
「女性と高齢者」

早稲田大学・小野田弘士

講師、ＪＡＰＲＡ・北口賢二

会長、清水信夫会長代行

とともに記者会見に臨んだ

青 木 勝 幸ＮＧＰ協 同 組 合

理事長。ＣＯ２の削減効果

をデータで示すことのＰＲ

効果は大きい

　自動 車リサイクル 部 品 利 用によるＣＯ２

（二酸化炭素）削減効果が、数値として明確

になりました。ＣＯ２削減効果の数値化は、

早稲田大学環境総合研究センター（所長・

永田勝也理工学部教授）と日本自動車リサ

イクル部品販売団体協議会（ＪＡＰＲＡ）と

の共同研究で取り組まれてきたもので、ＮＧＰ

協同組合はこの数値データに基づき、毎月

のリサイクル部品販売実績をＣＯ２削減効果

に置き換えて公表し、リサイクル部品の利

用が地球温暖化防止に役立つことを積極的

にＰＲします。

　５ 月３１ 日 に

ＮＧＰ協 同 組 合

は 、早 大 環 境 総

合研究センター、

ＪＡＰＲＡとともに

都内のホテルで記者会見し、数値化に向けた

共同研究の成果を発表しました。それにより

ますと、ＪＡＰＲＡ、ＮＧＰの両システムで今年

３月には約３２万点の中古部品と３万２０００点

のリビルト部品、計３５万点あまりのリサイ

クル部品を販売しましたが、それにともない

１万６４３５トンのＣＯ２排出を減らしたことに

なるそうです。１年間でみると、両グループ

のリサイクル部品流通により約２０万トンの

ＣＯ２削減効果が見込めます。

　会見に出席した青木勝幸理事長は「リサ

イクル部品の環境貢献度を客観的に示す指

標ができた。積極的に利用してリサイクル

部品の市場を広げていきたい」などと抱負

を述べました。

 平均するとリユース部品で１点当たり４７．８

kgのＣＯ２削減効果があるそうです。また、

リビルト部品は消耗品の交換などがあるた

め、リユース部品の７０％の削減効果になり

ます。分かりにくい数字ですが、例えば「サ

ニー」のエンジン交換を

リユース部 品で行うと、

新品エンジンを使うこと

に対し２６１kgのＣＯ２の

排出量抑制になります。

２６１k g のＣＯ２は、平 均

的燃費の乗用車で１５００

km走行したときのＣＯ２

排出量に相当します。

 ＮＧＰ協同組合は今後、

数値化されたＣＯ２削減効果をどのように一般

ユーザーに伝えるか、その分かりやすい表現

方法を考えることや、整備事業者の方にリ

サイクル部品利用によるＣＯ２削減データを

提供することなどを検討することにしてい

ます。また、数値データを積み上げ、データ

の精度を高めることも課題になります。

軽自動車に
整備需要獲得の
チャンスあり
親切な対応が
新規需要を生む

　スズキ対ダイハツ。国内の軽自動車新車

届出台数では両社合わせて６０％に達する

だけに、この２社の振る舞いは軽自動市場

全体に影響を与える。０６年度は、国内の軽

自動車届出台数で初めてダイハツがスズキ

を抜いた。今年３月に１００周年を迎えたダイ

ハツにとっては記念すべき実績だが、勝利

の美酒に酔う間などないことはダイハツ自

身が知っている。スズキ６０万５５０６台に対し

ダイハツ６１万６２２８台。わずか１万台強の差

とは言え、「追われる立場」となったダイハ

ツが三日天下で終わってはメンツにかかわ

る。しかし、是が非でもトップを死守しようと

無理をすれば、経営に響く。バランスが難し

いところだ。

　商品面ではダイハツの進歩が目覚ましい。

スズキの軽自動車主力モデルである「ワゴ

ンＲ」「アルト」は、３世代にわたってボディ

骨格の基本設計を踏襲している。一方ダイ

ハツは、かつて主力だった「ミラ」を脇役に

落とし、指名買いの多い「ムーヴ」をメイン

車に据えた。モデルチェンジのたびに骨格

設計を見直し、軽の寸法枠内で最大の車室

空間を得るパッケージングを追求してきた。

骨格改良はハンドリングにもプラスの効果

をもたらした。

　販売の第一線では、ダイハツはスズキよ

りも１台当たりの平均販価が高い。利益率も

違う。ダイハツが 積 極 的に商 品に投 資を

行ってきた背景のひとつが、スズキと比較

したときの利益率の高さだ。しかし、スズキ

も次世代商品で骨格設計の一新を行う。

　来年発売予定の新型「ワゴンＲ」が、その

トップバッターだ。小型車「スイフト」で見せ

た設計の冴えが軽自動車に降りてくれば、

ダイハツと真っ向勝負できる。そうなればス

ズキの販売力がモノを言う。いずれにして

も、国内の軽自動市場は激戦が予想される。

　スズキは昨年「国内の軽自動車生産を縮

小して小型車に振り向ける」と発表した。中

期的には海外生産を伸ばす。ダイハツは、ど

ちらかと言えば国内に軸足がある。たしか

に、地元市場での地位が揺らいだメーカー

が長期的に栄えたためしはない。ＧＭがい

い例だ。昨年度、国内乗用車メーカーの中

で販売台数を伸ばしたのはダイハツだけで

あり、この勢いはプラスに作用するだろう。

（ジャーナリスト・『マガジンX』元編集長 牧野茂雄）

「スズキvs.ダイハツ」戦いの行方
～第一線の激しいバトルはまだ続く～

『マガジンＸ』元編集長が分析する
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軽自動車を軸にアフター・ビジネスを考える

早稲田と共同でＣＯ２削減効果のデータベース構築

ＮＧＰ、ＪＡＰＲＡ両ネットの販売で
年間２０万トンの削減効果

今月のトピックス

　軽自動車の保有台数は２５００万台ほどで、

四輪車の３台に１台は軽自動車という時代に

なっています。２０００年３月末には１００世帯

当たり４０．８台という普及率になっていまし

たが、０６年３月末は４６．８台と、２１世紀に入っ

て毎年１台ずつ積みあがってきています。

 今年の世帯当たり普及率の発表はまだで

すが、さらに１００世帯当たり５０台、つまり２

世帯あればどちらかは軽自動車を持ってい

る、そういう状況になりつつあります。「 軽

自動車は儲からない」とおっしゃるカーアフ

ターマーケットの関係事業者の方は多いで

すが、ほんとうでしょうか。

　例えば、スズキからＯＥＭで供給を受けた

「モコ」で軽自動車販売に乗り出した日産自

動車は、三菱自動車から供給を受けた「オッ

ティ」、同じく貨物車の「クリッパー 」、そし

て今年２月からはスズキ「アルト」ベースの

「ピノ」を加え、０６年度は１４万３８００台の軽

自動車を販売しました。軽自動車比率は１９．４

％に達しており「マーチ」「ノート」といった

エントリークラスの小型車販売よりも、その

販売ウエイトは高いくらいです。

　世の中はあらゆる分野で高級品、廉価品

との２極化傾向が進んでいます。だから自

動車メーカーも、軽自動車を販売戦略に加

えるようになっているのです。

　「 儲からない 」と背を向けていては取り

残されます。軽自動車のユーザーはとくに

地方都市では女性 の日常 の 足に使われて

います。また、都市近郊では、リタイアした

人が生活の足として、維持費を抑えること

ができる軽自動車を利用する機会が増えて

いるようです。こうした市場に決め細かく対

応することで、サービスメニューも増えます

し、新規顧客も増えるようになります。

　ではどうすればいいのでしょうか。軽自動

車の主要ユーザーである女性の高齢者は、

あまりメカに詳しくありません。軽自動車と

いえども日本車です。性能・品質が高いもの

ですから、定期点検を怠っていたり、オイル

交換を怠っていたり。それでも平気で走行し

ていますから、ターボが焼き付けぎりぎりに

なっていたりすることは、よくあることです。

　手を抜かずきちんとした対応をとること

が、リピート客を生むことになります。そし

て高齢者、女性客を取り込もうとするとき

は、お店の間口を広げたり、クルマがとめや

すい駐車場を用意するなど、入りやすい店

作りをすることは最低条件になります。

　面白いデータがあります。日本自動車販

売協会連合会（自販連）がまとめた経営デー

タによりますと、高額車を扱う大型車店では、

購入客の点検、車検時の来店率は高いので

すが、軽自動車の併売店では相対的に低く

なります。

　初回車検の入庫率を見ますと、輸入車店

が最も高く７９．２％、また乗用車店は６２．８％

ですが、軽自動車併売店は５４．８％とカバー

率は低くなります。３回目車検の入庫率にな

ると、平均が４４．６％なのに対し、軽自動車

併売店は３５．２％でしかありません。

　ユーザーの心理とは面白いもので、高額

な商品になればなるほど、新しいうちはお

金をかけてメンテナンスをしようと思うよう

です。裏を 返 せば、軽自動 車ユー ザ ーは、

ディーラーから街の整備工場に顧客が流れ

やすい構造を持っているのです。もちろん

軽自動車併売ディーラーとの顧客囲い込み

競争になりますが、そういうときこそＮＧＰ

協同組合で販売している「お客様と華（はな）

したい！」セットを活用して、お客様の呼び込

みに努めてみてはいかがでしょうか。

キーワードは
「女性と高齢者」

早稲田大学・小野田弘士

講師、ＪＡＰＲＡ・北口賢二

会長、清水信夫会長代行

とともに記者会見に臨んだ

青 木 勝 幸ＮＧＰ協 同 組 合

理事長。ＣＯ２の削減効果

をデータで示すことのＰＲ

効果は大きい

　自動 車リサイクル 部 品 利 用によるＣＯ２

（二酸化炭素）削減効果が、数値として明確

になりました。ＣＯ２削減効果の数値化は、

早稲田大学環境総合研究センター（所長・

永田勝也理工学部教授）と日本自動車リサ

イクル部品販売団体協議会（ＪＡＰＲＡ）と

の共同研究で取り組まれてきたもので、ＮＧＰ

協同組合はこの数値データに基づき、毎月

のリサイクル部品販売実績をＣＯ２削減効果

に置き換えて公表し、リサイクル部品の利

用が地球温暖化防止に役立つことを積極的

にＰＲします。

　５ 月３１ 日 に

ＮＧＰ協 同 組 合

は 、早 大 環 境 総

合研究センター、

ＪＡＰＲＡとともに

都内のホテルで記者会見し、数値化に向けた

共同研究の成果を発表しました。それにより

ますと、ＪＡＰＲＡ、ＮＧＰの両システムで今年

３月には約３２万点の中古部品と３万２０００点

のリビルト部品、計３５万点あまりのリサイ

クル部品を販売しましたが、それにともない

１万６４３５トンのＣＯ２排出を減らしたことに

なるそうです。１年間でみると、両グループ

のリサイクル部品流通により約２０万トンの

ＣＯ２削減効果が見込めます。

　会見に出席した青木勝幸理事長は「リサ

イクル部品の環境貢献度を客観的に示す指

標ができた。積極的に利用してリサイクル

部品の市場を広げていきたい」などと抱負

を述べました。

 平均するとリユース部品で１点当たり４７．８

kgのＣＯ２削減効果があるそうです。また、

リビルト部品は消耗品の交換などがあるた

め、リユース部品の７０％の削減効果になり

ます。分かりにくい数字ですが、例えば「サ

ニー」のエンジン交換を

リユース部 品で行うと、

新品エンジンを使うこと

に対し２６１kgのＣＯ２の

排出量抑制になります。

２６１k g のＣＯ２は、平 均

的燃費の乗用車で１５００

km走行したときのＣＯ２

排出量に相当します。

 ＮＧＰ協同組合は今後、

数値化されたＣＯ２削減効果をどのように一般

ユーザーに伝えるか、その分かりやすい表現

方法を考えることや、整備事業者の方にリ

サイクル部品利用によるＣＯ２削減データを

提供することなどを検討することにしてい

ます。また、数値データを積み上げ、データ

の精度を高めることも課題になります。

軽自動車に
整備需要獲得の
チャンスあり
親切な対応が
新規需要を生む

　スズキ対ダイハツ。国内の軽自動車新車

届出台数では両社合わせて６０％に達する

だけに、この２社の振る舞いは軽自動市場

全体に影響を与える。０６年度は、国内の軽

自動車届出台数で初めてダイハツがスズキ

を抜いた。今年３月に１００周年を迎えたダイ

ハツにとっては記念すべき実績だが、勝利

の美酒に酔う間などないことはダイハツ自

身が知っている。スズキ６０万５５０６台に対し

ダイハツ６１万６２２８台。わずか１万台強の差

とは言え、「追われる立場」となったダイハ

ツが三日天下で終わってはメンツにかかわ

る。しかし、是が非でもトップを死守しようと

無理をすれば、経営に響く。バランスが難し

いところだ。

　商品面ではダイハツの進歩が目覚ましい。

スズキの軽自動車主力モデルである「ワゴ

ンＲ」「アルト」は、３世代にわたってボディ

骨格の基本設計を踏襲している。一方ダイ

ハツは、かつて主力だった「ミラ」を脇役に

落とし、指名買いの多い「ムーヴ」をメイン

車に据えた。モデルチェンジのたびに骨格

設計を見直し、軽の寸法枠内で最大の車室

空間を得るパッケージングを追求してきた。

骨格改良はハンドリングにもプラスの効果

をもたらした。

　販売の第一線では、ダイハツはスズキよ

りも１台当たりの平均販価が高い。利益率も

違う。ダイハツが 積 極 的に商 品に投 資を

行ってきた背景のひとつが、スズキと比較

したときの利益率の高さだ。しかし、スズキ

も次世代商品で骨格設計の一新を行う。

　来年発売予定の新型「ワゴンＲ」が、その

トップバッターだ。小型車「スイフト」で見せ

た設計の冴えが軽自動車に降りてくれば、

ダイハツと真っ向勝負できる。そうなればス

ズキの販売力がモノを言う。いずれにして

も、国内の軽自動市場は激戦が予想される。

　スズキは昨年「国内の軽自動車生産を縮

小して小型車に振り向ける」と発表した。中

期的には海外生産を伸ばす。ダイハツは、ど

ちらかと言えば国内に軸足がある。たしか

に、地元市場での地位が揺らいだメーカー

が長期的に栄えたためしはない。ＧＭがい

い例だ。昨年度、国内乗用車メーカーの中

で販売台数を伸ばしたのはダイハツだけで

あり、この勢いはプラスに作用するだろう。

（ジャーナリスト・『マガジンX』元編集長 牧野茂雄）

「スズキvs.ダイハツ」戦いの行方
～第一線の激しいバトルはまだ続く～

『マガジンＸ』元編集長が分析する
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０６年新車販売の都道府県別による軽自動車販売比率

　　　５０％以上の都道府県　

� 青森、鳥取、島根、香川、高知、佐賀、長崎、熊本、宮崎、鹿児島、沖縄

� ４０％台の都道府県

� 岩手、秋田、山形、福島、新潟、長野、山梨、福井、滋賀、
� 三重、和歌山、岡山、広島、山口、徳島、愛媛、大分

� ３０％台の都道府県

� 北海道、宮城、栃木、群馬、茨城、静岡、富山、
� 石川、岐阜、愛知、京都、奈良、兵庫、福岡��

　　　２０％台の都道府県

� 千葉、埼玉、神奈川

　　　１０％台の都道府県

� 東京、大阪

４月３０日、有限会社オートリサイクルナカシマ福岡（福岡県筑紫野市)中島正則代表取締役社長のご母堂、中島ユキエ（なかしま・ゆきえ）様が

ご逝去されました。享年８９歳。　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

初級営業マン研修を実施

営業の基本を学び、目からうろこの3日間

2日目、3日目には青木理事長も駆けつけ、営業のしっか
りした取り組みによって、勝ち組となることができるのだ、
と受講生を叱咤激励しました

初日のグループ討議のテーマは考えれば考えるほど、
深みにはまる。研修室から宿泊棟に論議の場所が移り、
話し合いは深夜におよびました　

参加したのは青木理事長はじめ坪千代志副理事長、宮地
康弘専務理事、株式会社ＮＧＰの多田幸四郎専務および
砂原正則取締役です。自動車リサイクル部品業界として
国政レベルでの陳情活動は初めてで、業界への理解を深め
ていただこうと熱弁を振るいました

支店営業所出店
支部

東北

会社名

（株）青南商事仙台支店  アルトレック塩竃

住所

宮城県塩竃市貞山通り１丁目４５の２０

電話番号

０２２ー３６１ー６６６９

FAX番号

０２２ー３６１ー６６６７

加入日

１９年５月３１日

組合員情報変更
支部

南関東

会社名

株式会社マルトシ青木

変更後

静岡県藤枝市横内２２５０番地（番地変更）

変更内容

住所表示

変更日

１９年４月６日

　ＮＧＰ協同組合の青木勝幸理事長ら幹部は５月

２９日、ＮＰＯ法人「ＮＧＯひろしま未来グループ」

（田中選理事長）などとともに自民党の中川秀直

幹事長、冬柴鉄三国土交通大臣、公明党「自動車

問題懇話会」に対し、陳情活動を行いました。

　自民党本部や議員会館、国土交通省を訪れ、

車検延長に断固反対することや自動車整備事

業の認証制度にかかわる要望とともに、３年目

を迎えた自動車リサイクル法の問題点を明ら

かにするため、実態の把握を進めてほしいこと

や、整備分野とともに自動車リサイクル事業で

も外国人による技能実習制度を認めることな

どを陳情しました。

　陳情書は、ＮＧＰ協同組合相談役である上松

倉人ＪＵ広島理事長が、冬柴国交大臣などに手

渡しています。

　第１４回初級営業マン研修会が、５月１３～１５日

の３日間、東京都江東区夢の島のＢｕｍＢ東京

スポーツ文化館で開かれました。４月に実施

した基礎研修を受講したばかりの新人から

ベテラン営業マンまで、幅広い年齢層の２２

人が受講しました。

　営業の基本を学ぶ講義ですが、「人生経験

４０年の私にも多々学ぶべきことが多く、非

常に勉強になりました 」（釧路オートリサイ

クル、高橋陽一さん）、「人が何かを購入する

ときの要因はさまざまであり、決めつけてし

まうことは商売の幅を小さくしてしまってい

る、ということです」（カーパーツコンドウ、細

野勝巳さん）などと、奥の深い講義内容にそ

れぞれ得るものは多かったようです。

　オートパーツ片岡のオーナー、片岡陸宏

さんも参加して、「今回の研修会は、自分にとっ

て生き方に対する何か大切なものへの気づ

き、そしてまた長年自分ではやってきたつも

りの営業にかかわる誤ったマナー等の是正、

もっと素晴らしい営業マナーへ の気づきを

発 見 するまたとない 機 会になりました 」と

話しています。

　営業の第１線は競争の真っただ中にいる

ため、顧客を振り向かせようとすることに懸

命で、「今後、車両の仕入れはますます厳し

くなると思いますので、新規開拓に努めま

す」（ハセ川自動車、小林宏彰さん）などと

決意を新たにしていました。

　０６年度（０６年４月～０７年３月）の新車販

売で、前年度より８．３％減少し３５８万８千台

となった登録車を尻目に軽自動車は快走、

なんと２００万台の大台を突破しました。数

字は４．２％増の２０３万台。売れていないの

は普通車、小型車で、軽自動車だけ見れば

快調です。０６年度の軽販売比率は３６．１％で、

売れた新車のうち３台に１台は軽自動車な

のです。

　さすがに東京都１９．６％、大阪府１９．１％、

神奈川県２１．５％と大都市部での軽販売比

率 は低い ですが、地 方 では５０％を 超 える

県が１１県もありました。軽販売比率トップ

は沖縄県の５８．４％で、次いで長崎県の５７．

４％となり、九州では福岡、大分を除く全県

で軽販売比率が５０％を超えています。

 このほか、軽自動車の保有比率が高い山

陰 の 鳥 取、島 根、四 国 の 香 川、高 知 の 各 県

で５０％を 超えました 。北日本では青 森 県

が５０％に達しています。

 軽自動車販売は、自動車メーカーや販売

店による自社登録が多く、数字は割り引い

てみる必要があると言われますが、それで

もビジネスのさまざまな場面で、軽自動車

が増えていることを実感させられます。

 例えば、解体される車も軽自動車のウェイ

トが高くなっています。地方の解体業者では、

使用済み自動車として入庫してくる軽自動

車 の 比 率 が４割 程 度 に なって い るところ

も珍しくありません。

　また、使用過程においても軽自動車の比

率が高まっています。当然、軽自動車が修

理に入ってくるウェイトが高くなっていると、

推測されます。ＮＧＰ協同組合に寄せられる

リサイクル部品の注文でも、軽自動車関連

の部品の伸びが顕著です。スズキ「ワゴン

Ｒ」、ダイハツ「ムーブ」、ホンダ「ライフ」と

いった主要車種で調べてみたところ、現行

モデル、前モデルの主要部品の注文件数は、

半年前に比べて２～３倍に増えています。

　こうした点でも、自動車ビジネスの全体

が軽自動 車にウェイトを 置きだしていると

言っていいのかもしれません。

　このため、ＮＧＰ協同組合も現在、軽自動

車 の 部 品 生 産に力を 入 れているところで

す。まだ、部品の引当率でお客様が十分満

足される水準にあるとは思いませんが、前

年度に比べＮＧＰ全体で４倍程度、軽自動車

用リサイクル部品の生産が増えています。

今 後もさらに在 庫 の 充 実に努 めます の で

ご期待ください。

軽販売比率５０％超の県が西日本を中心に全１１県
発想の転換で軽ビジネスを取り込め
軽自動車販売が日本の自動車ビジネスを変え始めています。すでに地方を中心に

販売された新車のうち２台に１台は軽自動車という県が増えています。

軽自動車は「単価が安くて儲からない」と敬遠しがちでしたが、もうこれだけ増えたら

流れに掉さして進む以外に道はないようです。

自動車ビジネスも考え方を転換することが求められているようです。

軽自動車販売の拡大で変わるか、自動車ビジネス

自民党・中川幹事長、冬柴国土交通大臣などに陳情
リサイクル法の実態調査や外国人研修生問題で要望
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